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(57)【要約】
【課題】安価で入手性が容易である木質系材料であるパーティクルバードの木口処理で用
いる目止め剤であり、木口表面の凹凸や空隙が大きいため目止め剤の浸透量が一様でなく
とも、充分な深部硬化が可能で、硬化後の外観変化もない小口用目止め剤組成物を提供す
る。
【解決手段】ビスフェノールＡエポキシジアクリレート（Ａ）と、多官能反応性希釈モノ
マー（Ｂ）と、光重合開始剤（Ｃ）からなり、前記（Ｃ）の配合量が光重合性化合物１０
０重量部に対し１０～２０重量部であることを特徴とするパーティクルボード小口用の光
硬化性目止め剤組成物である。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ビスフェノールＡエポキシジアクリレート（Ａ）と、多官能反応性希釈モノマー（Ｂ）と
、光重合開始剤（Ｃ）からなり、前記（Ｃ）の配合量がラジカル重合性成分１００重量部
に対し１０～２０重量部であることを特徴とするパーティクルボード小口用の光硬化性目
止め剤組成物。　
【請求項２】
  組成物の粘度が４０～１００Ｐａ・ｓであることを特徴とする請求項１記載のパーティ
クルボード小口用の光硬化性目止め剤組成物。
【請求項３】
　請求項１または２いずれか記載の光硬化性目止め剤組成物を５～１０ｇ／１００００ｍ
ｍ２塗布することを特徴とするパーティクルボード木口の目止め方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パーティクルボードの木口処理に適する光硬化性目止め剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
    一般に造作部材として用いられる木質系基材としては、合板、パーティクルボード、
ファイバーボードなどがある。そしてその表面や側面（木口）へ塗装などにより表面仕上
げを行う場合には、密着性や硬度などの表面物性向上、平滑性などの意匠性向上を目的に
、下地処理を行うことが一般的である。例えば下地隠蔽性を確保するためのシーラー塗布
やチタン紙等の隠蔽紙貼り付け、またフラットな表面を確保するための目止め処理などが
その一例である。
【０００３】
  目止め処理については、基材表面の凹面の埋め込みによる平滑な塗装下地形成や、塗料
の過剰な浸透、吸収を減少させるため必要とされており、例えば不飽和ポリエステル樹脂
とエポキシ（メタ）アクリレート及び又はウレタンアクリレート、顔料、光開始剤および
アクリル系モノマーからなる紫外線硬化型目止め塗料組成物が提案されており（特許文献
１）、特に基材表面については容易に平滑化が可能で、意匠面の向上を図ることできる。
【０００４】
　一方側面である木口については、表面と比較して凹凸が大きいため平滑化が難しくなる
。特に木材の小片を接着剤と混合し熱圧成形したパーティクルボードについては、低コス
トである反面、その木口は凹凸と空隙が非常に大きいため、樹脂の吸い込みが不均一で激
しく平滑化が非常に難しい。この難しい木口の目止め作業に対し、例えば目止め剤を押し
出す加圧器と木口面に沿って移動できる吸盤を有する充填装置が提案されている（特許文
献２）。しかしながらパーティクルボードの木口に適した具体的な目止め剤については開
示されておらず、また一般的な光硬化性の目止め剤を転用しても基材への浸透が一様でな
いため、深部硬化性に起因する経時での外観変化の問題があり改善の余地があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－２３８８４４
【特許文献２】特開２０１０－１５８８４７
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
  本発明の課題は、安価で入手性が容易な木質系材料であるパーティクルボードの木口処
理で用いる目止め剤であって、木口表面の凹凸や空隙が大きいことにより目止め剤の浸透
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量が一様でなくとも、充分な深部硬化が可能で、耐熱性や耐溶剤性に優れ、硬化後の外観
変化もない小口用目止め剤組成物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１の発明は、ビスフェノールＡエポキシジアクリレート（Ａ）と、多官能反応性
希釈モノマー（Ｂ）と、光重合開始剤（Ｃ）からなり、前記（Ｃ）の配合量がラジカル重
合性成分１００重量部に対し１０～２０重量部であることを特徴とするパーティクルボー
ド小口用の光硬化性目止め剤組成物を提供する。
【０００８】
また請求項２の発明は、組成物の粘度が４０～１００Ｐａ・ｓであることを特徴とする請
求項１記載のパーティクルボードの小口用光硬化性目止め剤組成物を提供する。
【０００９】
また請求項３の発明は、請求項１または２いずれか記載の光硬化性目止め剤組成物を５～
１０ｇ／１００００ｍｍ２塗布することを特徴とするパーティクルボード木口の目止め方
法を提供する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の光硬化性樹脂組成物は、耐熱性や耐溶剤性に優れ硬化後の経時的な外観変化も
なく、表面の凹凸や空隙が大きいパーティクルボード木口用の目止め剤として有用である
。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の光硬化型目止め剤組成物の構成は、ビスフェノールＡエポキシジアクリレート
（Ａ）と、多官能反応性希釈モノマー（Ｂ）と、光重合開始剤（Ｃ）である。なお、本明
細書において、（メタ）アクリレートは、アクリレートとメタクリレートとの双方を包含
する。
【００１２】
　本発明に使用されるビスフェノールＡエポキシジアクリレート（Ａ）は、（Ｂ）と共に
反応して目止め樹脂硬化層を形成する主要成分であり、その剛直な骨格により硬化物の硬
度が高く、耐熱性及び耐溶剤に優れ、またハーゼン色数が低い２官能のオリゴマーである
。耐溶剤性に優れるため、上塗りで使用する化粧塗料に溶剤が含まれていても表面が侵さ
れることがなく、高い意匠性を確保することができる。また官能基数については、反応性
と硬化収縮のバランスの面から３官能以上は不適である。
【００１３】
前記（Ａ）の全固形分に対する配合量は、６０～８５重量％が好ましく、７０～８２重量
％が更に好ましい。６０重量％以上とすることで目止め剤として充分な物性を確保するこ
とができ、８５重量％以下とすることで目止め作業に適した粘度に調整しやすくできる。
【００１４】
  本発明に使用される多官能反応性希釈モノマー（Ｂ）は、組成物の粘度を下げると共に
硬化性を向上させる目的で配合する。例えば２官能モノマーとしては、（ポリ）エチレン
グリコールジ（メタ）アクリレート、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ト
リエチレングルコールジ（メタ）アクリレート、（ポリ）プロピレングリコールジ（メタ
）アクリレート、ジプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリプロピレングリ
コールジ（メタ）アクリレート、１．４－ブタンジオールジ（メタ）アクリレート、４．
６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、１．９－ノナンジオールジ（メタ）アク
リレート、１．１０－デカンジオールジ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールジ
（メタ）アクリレートなどがある。
【００１５】
　３官能モノマーとして、例えばトリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、エ
チレンオキサイド（以下ＥＯ）変性トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、
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プロピレンオキサイド変性トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、トリス（
２－アクリロキシエチル）イソシアヌレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリ
レート、ＥＯ変性ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、プロピレンオキサイ
ド変性ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールトリ（
メタ）アクリレート、アルキル変性ジペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレートが
ある。更に４官能以上のモノマーとしては、例えばトリメチロールプロパンテトラ（メタ
）アクリレート、ペンタエリスルトールテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリ
トールテトラ（メタ）アクリレート、アルキル変性ジペンタエリスリトールテトラ（メタ
）アクリレート、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、アルキル変性ジ
ペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メ
タ）アクリレート、カプロラクトン変性ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレ
ート等があり、単独あるいは２種類以上を組み合わせて使用できる。これらの中では反応
性と硬化収縮のバランスの点で３官能モノマーが好ましく、特に粘度が低いため希釈効果
が高く、硬化物のガラス転移点が-８℃で可撓性の高い分子構造をもつＥＯ変性（６）ト
リメチロールプロパントリアクリレートが好適である。
【００１６】
前記（Ｂ）の全固形分に対する配合量は、３～２０重量％が好ましく、６～１５重量％が
更に好ましい。３重量％以上とすることで充分な硬化反応性を確保することができ、２０
重量％以下とすることで目止め作業に適した粘度に調整しやすくできる。
【００１７】
本発明で使用される光重合開始剤（Ｃ）は、紫外線や電子線などの照射でラジカルを生じ
、そのラジカルが重合反応のきっかけとなるもので、ベンジルケタール系、アセトフェノ
ン系、フォスフィンオキサイド系等汎用の光重合開始剤が使用できる。重合開始剤の光吸
収波長を任意に選択することによって、紫外線領域から可視光領域にいたる広い波長範囲
にわたって硬化性を付与することができる。具体的にはベンジルケタール系として２．２
-ジメトキシ-１．２-ジフェニルエタン-1-オンが、α－ヒドロキシアセトフェノン系とし
て２-ヒドロキシ－２－メチル-１-フェニル－プロパン－１－オン及び１－ヒドロキシ－
シクロヘキシル－フェニル－ケトン及び１－［４－（２－ヒドロキシエトキシ）－フェニ
ル］－２－ヒドロキシ－２－メチル－１－プロパン－１－オンが、α-アミノアセトフェ
ノン系として２-メチル-１-(４-メチルチオフェニル)-２-モルフォリノプロパン-１-オン
が、アシルフォスフィンオキサイド系として２．４．６-トリメチルベンゾイル-ジフェニ
ル-フォスフィンオキサイド及びビス（２．４．６‐トリメチルベンゾイル）‐フェニル
フォスフィンオキサイド等があり、単独または２種以上を組み合わせて使用できる。これ
らの中では、黄変しにくいα－ヒドロキシアセトフェノン系を含むことが好ましい。
【００１８】
前記（Ｃ）の配合量はラジカル重合性成分１００重量部に対して、１０～２０重量部配合
であり、１２～１８重量部が好ましく、１３～１５重量部が更に好ましい。この範囲で配
合する事により、塗布量が不均一な木口面でも経時的な外観変化が無く、効率的に硬化さ
せる事ができる。市販品としてはＩｒｇａｃｕｒｅ１８４及び同１１７３（商品名：ＢＡ
ＳＦジャパン社製）などがある。
【００１９】
上記に加えて、本発明の樹脂組成物は性能を損なわない範囲で、必要に応じレベリング剤
、酸化防止剤、消泡剤、充填剤、有機微粒子、シランカップリング剤、着色剤などの各種
添加剤を併用することができる。
【００２０】
　本発明の光硬化性目止め剤組成物の塗布方法は特に制限は無く、刷毛やローラー、樹脂
コーティングに用いるガン方式のコーティングヘッドなどにより塗布することができるが
、木口という木質材料の側面に塗布するため、手により均一に塗布することが難しくまた
塗布量が多すぎるとたれ易くなるため、コーティングヘッドを用いて自動機により塗布す
ることが好ましい。塗布量は５～１０ｇ／１００００ｍｍ２が好ましく、６～８．５ｇ／
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１００００ｍｍ２が更に好ましい。５ｇ以下では木口への樹脂吸い込みにより表面がフラ
ットに仕上がりにくい傾向があり、１０ｇ以上では樹脂が垂れて同じく表面がフラットに
仕上がりにくい傾向がある。
【００２１】
　本発明の光硬化性目止め剤組成物を木口に塗布後は、紫外線照射機を用いて硬化させる
。紫外線を照射する場合の光源としては例えば、低圧水銀ランプ、高圧水銀ランプ、趙高
圧水銀ランプ、カーボンアーク灯、キセノンランプ、メタルハライドランプ、無電極紫外
線ランプなどが挙げられ、これらの中では立ち上がり時間が短い無電極紫外線ランプが好
ましい。ランプ出力としては１．０～５．０Ｋｗが例示され、照射強度等は光源と基材と
の距離、照射面積、照射時間等により適宜選択される。
【００２２】
　パーティクルボード木口は表面の凹凸が激しくまた空隙も大きいため、目止め剤の吸い
込みが激しい。そのため目止め剤の塗布後は、時間をおかずに紫外線を照射し硬化させる
ことが好ましい。照射までの時間が長いと、目止め剤の不均一な吸い込みにより表面に凹
凸ができやすくなる。また目止め剤に溶剤が含まれると基材中に溶剤が取り込まれ、紫外
線照射により表面が硬化されると、溶剤が基材中に滞留することになり、その後の様々な
不具合の要因となるため、目止め剤は無溶剤であることが好ましい。
【００２３】
　本発明の光硬化性目止め剤組成物を硬化後は、表面の凹凸を平坦化するため、サンディ
ング加工をすることが好ましい。サンディング加工は、荒い番手から細かい番手へ順に複
数回の加工工程で行うことが好ましく、これにより表面状態がよりフラットとなり、その
上に化粧塗装を行ったときの外観を著しく向上させることができる。　
【００２４】
本発明の光硬化性目止め剤組成物の粘度は４０～１００Ｐａ・ｓであることが好ましく、
４５～８０Ｐａ・ｓであることが更に好ましく、５０～６０Ｐａ・ｓであることが特に好
ましい。４０Ｐａ・ｓ以上とすることで高温時の垂れを防止すると共に基材への過剰な吸
い込みを防止でき、１００Ｐａ・ｓ以下とすることで適切な塗布量にコンロトールしやす
くできる。
【００２５】
　以下、本発明について実施例及び比較例を挙げてより詳細に説明するが、具体例を示す
ものであって、特にこれらに限定するものではない。なお表記が無い場合は、室温は２５
℃相対湿度６５％の条件下で測定を行った。
【実施例】
【００２６】
白色目止め樹脂の作成
 前記（Ａ）としてＭＩＲＡＭＥＲ　ＰＥ２１０（商品名：ＭＩＷＯＮ社製）を、前記（
Ｂ）としてＭＩＲＡＭＥＲ　Ｍ３１６０（商品名：同社製、ＥＯ変性（６）トリメチロー
ルプロパントリアクリレート）を、前記（Ｃ）としてＩｒｇａｃｕｒｅ１１７３（商品名
：ＢＡＳＦジャパン社製、α－ヒドロキシアセトフェノン系）及びＩｒｇａｃｕｒｅ１８
４（商品名：同社製、α－ヒドロキシアセトフェノン系）及びＩｒｇａｃｕｒｅＴＰＯ（
商品名：同社製、アシルフォスフィンオキサイド系）を用い、表１記載の配合にて遮光ビ
ンに入れ均一になるまで撹拌脱泡し、実施例および比較例の目止め樹脂組成物を調整した
。なお配合表の単位は重量部とする。
【００２７】
表１    
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【００２８】
評価方法は以下の通りとした。
【００２９】
評価用試験片の作成
３００ｍｍ×４５ｍｍ×厚さ２５ｍｍのパーティクルボードの側面(木口面)に、ヘラを用
いて光硬化性目止め剤を平滑に塗装する。その後、アイグラフィックス社製の露光装置ア
イグランテージＥＣＳ－１５１Ｕを用い、高圧水銀灯光源で出力４０ｍＷ／ｃｍ２、積算
光量４５ｍＪ／ｃｍ２で紫外線照射して硬化させたものを試験片とした。
【００３０】
粘度：東機産業製のＢＭ型粘度計ＴＶＢ－１０を用い、Ｎｏ.４ローターで２５±１℃、
回転数６ｒｐｍで測定した。 
【００３１】
冷熱サイクルテスト：上記試験片を、８０℃の恒温槽に２時間放置した後、直ぐに－２０
℃の恒温槽に２時間放置する。これを計４サイクル実施した後、室温まで放置し、試験片
に剥離や浮き、割れを目視にて確認し、何も問題が無いものを○、いずれか問題があるも
のを×とした。
【００３２】
耐熱性：上記試験片を６０℃、８０℃、１００℃の恒温槽に各々１時間放置し、その後室
温まで放置後に、剥離や浮き、割れを目視にて確認し、何も問題が無いものを○、いずれ
か問題があるものを×とした。
【００３３】
経時外観変化：硬化して１週間経過後、塗膜上に著しい外観変化があるか目視にて確認し
、変化無しを○、変化ありを×とした。
【００３４】
塗装性：実施例及び比較例１、５について、コーティングヘッドを用いた自動機によりパ
ーティクルボードの木口へ実際に塗布して液ダレ性を目視にて確認し、液ダレがなく均一
を◎、液ダレがなしを○、ありを×とした。
【００３５】
評価結果
表２
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【００３６】
実施例１及び２の光硬化型目止め樹脂組成物は、各評価結果いずれも良好であった。
【００３７】
　一方、（Ｃ）の配合量が少ない比較例１～４は経時的な外観変化があり、また（Ｃ）の
配合量が多い比較例５は塗装性が×となり、いずれも本願発明に適さないものであった。
【産業上の利用可能性】
【００３８】
本発明の光硬化型目止め樹脂組成物は、硬化性及び耐熱性に優れ経時的な外観変化も無く
、パーティクルボード木口の目止め剤として有用である。
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